
第5章 広島の魅力の発信

１　ＳＮＳによる情報発信
　令和４年８月19日（金）に県民会議のTwitter（現Ｘ）及びFacebookを開設し、県民、事業者、
国内外からの来訪者等へ広く県民会議の活動状況やＧ７サミットに関する情報提供を行った。
　また、関係機関の投稿を共有（シェア・リツイート）することで、タイムリーな情報発信を行った。

【実績】（令和５年５月31日（水）時点）
　Twitter	 フォロワー数：2, 749人　投稿数：405件
　Facebook　フォロワー数：949人　　　投稿数：405件

【主な掲載内容】
サミット情報（サミットとは、サミットに関する豆知識　等）
	県民会議の取組（各種イベント、県民会議主催事業　等）
応援事業、協賛、寄附の募集及び紹介
	規制情報（サミット開催中及びその前後に予想される影響の一覧　等）
		カウントダウン投稿（令和４年10月31日（月）（サミット開催200日前）から、令和５年５月19日
（金）まで）

Twitter
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２　ホームページによる情報発信
　令和４年９月14日（水）に県民会議のホームページを開設し、県民、事業者、国内外からの来訪
者等へ広く県民会議の活動状況やＧ７サミットに関する情報提供を行った。
　また、広島開催の意義、県民会議の概要、広島来訪者向けの情報などは、多言語（サミット参加
国の言語である英・仏・独・伊）により掲載した。

【実績】
　総ＰＶ（アクセス）数：1, 238, 257ＰＶ（令和４年９月14日（水）から令和５年５月31日（水））
　　　　　　　　　　　　（日本語版及び外国語版）
（内訳）
　日本語：1, 197, 810ＰＶ（令和４年９月14日（水）～令和５年５月31日（水））
　英　語：　　32, 519ＰＶ（令和４年12月12日（月）～令和５年５月31日（水））
　フランス語：4, 518ＰＶ（令和４年12月16日（金）～令和５年５月31日（水））
　ドイツ語：　2, 414ＰＶ（令和４年12月16日（金）～令和５年５月31日（水））
　イタリア語：　996ＰＶ（令和４年12月16日（金）～令和５年５月31日（水））
　	なお、１日当たりの最多ＰＶ数は75, 832ＰＶ（令和５年５月17日（水）（日本語））であった。

【主な掲載内容】
開催にあたって（会長・副会長挨拶、広島開催の意義等）
サミット情報（サミットの概要、Ｇ７広島サミット公式ホームページのリンク等）
県民会議について（県民会議の概要、県民会議の取組内容等）
	広島来訪者向け情報（広島の基本情報、観光・平和に関する情報、県内の公共交通機関などの役
立つ情報等）
応援・協賛・寄附の募集、紹介
規制情報（開催期間及びその前後に予想される様々な影響）
報道関係者向け情報（宿泊予約センター）
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サミット開催前のＨＰ（日本語版）

サミット終了後のＨＰ（日本語版）
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３　県民会議ロゴの制作
　県民会議の活動をＰＲし、行政のみならず企業・県民が一体となって地元からサミット開催の機
運醸成を図ることを目的に、県民会議ロゴを制作した。

（１）制作
　サミット開催地である広島市において、美術・デザインの専門コースを有している唯一の公立高
校である広島市立基町高等学校創造表現コースの生徒に依頼し、図案デザインとキャッチフレーズ
の制作に参画してもらうことで、若い世代にサミットへの関心を持ってもらうとともに、開催機運
の醸成を図った。
　なお、県民会議の構成員等が様々な場面でロゴを使用することを想定し、ロゴ発表の段階で商標
登録申請を行い、令和５年２月６日（月）に商標登録された。
　また、適正な使用のため要領を定め、ロゴを使用する際には、県民会議が認める団体を除いては
「広島サミット県民会議ロゴ使用申請書」の提出を求め、使用目的等の確認を行った上で申請者に
活用いただいた。（243ページ資料８参照）

（２）活用
　ロゴは、ポスター、リーフレットなど県民会議事務局や県民会議構成団体が制作する広報媒体等
への掲載に活用されたほか、県民会議構成団体以外の企業・団体からも利用申請を受け付け、サ
ミットを応援する取組などで企業が独自に製造する商品へ掲載されるなど、幅広い活用があり、地
元の開催機運を高めることができた。

【広島サミット県民会議ロゴ】

【キャッチフレーズ】
　「ここから世界へ、ここから未来へ」
　広島から世界へ向けた平和のメッセージ発信と、未来を担う若者がサミットの成果をつないで
いくという意味を込めた。
【制作者による図案の説明】
	　平和の象徴である「鳩」を配置し、平和への願いを込めた。明るい未来に向かって鳩が羽ばたい
ていく様子を鮮やかな配色の折り紙を使って表現した。広島から世界に向けて人々の願いが繋がっ
ていくよう、想いを込めてデザインした。
【発表】
　	令和４年10月13日（木）　デザインの制作者の皆さんが松井広島市長を訪問し、ロゴを発表
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発表時の様子

【�使用申請件数】
　432件（令和５年５月31日（水）時点）
　※	使用可能期間：	令和４年10月13日（木）～令和５年12月31日（日）	

（使用の受付は令和５年６月30日（金）まで）
　※県民会議構成団体及び同団体に所属している企業や団体が使用する場合等は申請不要とした。

（３）Ｇ７広島サミットロゴマークとの併用
　政府が令和４年12月21日（水）にＧ７広島サミットの公式ロゴマークを発表し、その使用が開始
されて以降は、県民会議事業においては県民会議ロゴと併用した。また、湯﨑知事、松井広島市長
もＧ７広島サミットロゴマーク選考会の審査委員を務めた。

【Ｇ７広島サミットロゴマーク】

【制作】
　草野敬一さん

【制作者による作品の説明】
　「日本伝統の折り紙をモチーフに、Ｇ７を意味した７色で構成し、Ｇの形のクリップで束ねてい
ます。Ｇ７各国の伝統や特色および様々な地球規模課題についてのそれぞれの意見や主張を色分け
で表し、日本を超えて世界各地に広まっている「折り紙」を通しての世界平和・結束・一体感をイ
メージしています。」（出典：首相官邸ホームページ）
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４　ポスター等の掲示物の制作
　Ｇ７広島サミットの開催を県民等に周知するとともに、歓迎機運の醸成を図るため、サミットを
ＰＲするポスターを作成し、令和４年10月以降に県民会議構成団体、県内学校及びサミットを応援
する企業・団体等に配布するとともに、リーフレット等を作成し、ＰＲイベント等で配布した。
　また、サミットについて説明するパネルを作成し、県内イベントや商業施設でのＰＲ活動で掲出
したほか、市町等が実施するサミット企画展などで活用してもらうため、貸し出しを行った。

【内容】
　「開催周知」「理解促進・機運醸成」「交通総量抑制等に関する注意喚起・協力依頼」「規制情報
発信」の内容で期間を区切り、それぞれの期間に応じたポスター及びリーフレット等を作成した。

「開催周知」：第１弾ポスター、第１弾チラシ
「理解促進・機運醸成」：第２弾ポスター、リーフレット
「交通総量抑制等に関する注意喚起・協力依頼」：第３弾ポスター、第２弾チラシ
「規制情報発信」：第４弾ポスター

【作成枚数】
第１弾ポスター：13, 900枚
第２弾ポスター：17, 900枚
第３弾ポスター：12, 400枚
第４弾ポスター：　1, 500枚
第１弾チラシ：　123, 000枚
第２弾チラシ：　15, 000枚
リーフレット：　25, 000枚
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【開催周知】
　第１弾ポスター　　　　　　第１弾チラシ
　　　　　　　　　　　　　　

【理解促進・機運醸成】
　第２弾ポスター　　　　　　リーフレット
　　　　　　　　　　　　　　
　

【交通総量抑制等に関する注意喚起・協力依頼】
　第３弾ポスター　　　　　　第２弾チラシ
　　　　　　　　　　　　　　

国際情勢が緊迫化し、世界中に不安が広がる中、広島だからこそ力強い平和の

メッセージを発信することができます！

広島は、元気 ・ 美味しい ・ 暮らしやすい、の三拍子そろった、魅力にあふれ、

世界中の人に日本の素晴らしさを感じてもらうことができる場所です！

子供から大人まで、オール広島でお客様をおもてなししましょう！

����

１９７５年から始まり、現在では毎年開催。開催場所は、参加各国が持ち回りで、

日本での開催は伊勢志摩サミット以来、７年ぶりです。

世界経済や地域情勢、安全保障、開発、環境、気候変動、エネルギーなどの

様々な地球規模の課題について話し合います。

首脳会議以外にも、外相会合を長野県軽井沢町で、財務大臣・中央銀行総裁会議を

新潟県新潟市で開催するなど、日本の各地で関係閣僚会合が行われます。

広島は海や山を楽しめるサイクリングコースがたくさん整備されています。島の風や自然を感じながらの

サイクリングは爽快です。「サイクリストの聖地」として世界に知られるしまなみ海道では、「サイクリングし

まなみ」が１０月に開催されるなど、各地から多くのサイクリストが集まります。

福山市は穏やかな気候と豊かな自然に恵まれたまちです。新幹線の窓から見える「福山城」、戦後復興

のシンボル「ばら」など、個性豊かな歴史と文化をはぐくんでいます。２０２５年には「世界ばら会議福山大

会」が開催されます。

広島市の都心部では、大規模な再開発が進行中。特に、原爆ドームが位置する平和記念公園周辺では、

広島の新たなシンボルとなるサッカースタジアムが建設される(２０２４年オープン)ほか、旧広島市民球場

跡地には、イベント広場や物販・飲食施設が整備されます(２０２３年オープン)。

広島の風景は多くの映画・アニメで描かれています。アカデミー賞受賞で話題となった「ドライブ・マイ・カー」

はそのロケ地巡りが人気です。また、「この世界の片隅に」「崖の上のポニョ」などのアニメ作品も広島が舞台

となっています。みなさんもロケ地巡りをしながら広島の魅力を再発見してみませんか？

フランス、アメリカ、イギリス、ドイツ、日本、イタリア、カナダ（議長国順）の７か国

と欧州連合 (ＥＵ)の首脳が参加する国際会議です。
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【規制情報発信】
　第４弾ポスター
　　

【その他】
　説明パネル（10種類）
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５　Ｇ７広島サミットＰＲ動画・おもてなしメイキング動画の制作
（１）Ｇ７広島サミットＰＲ動画
　Ｇ７広島サミットの開催意義を県民等に周知するため、サミットＰＲ動画を制作し、令和４年12
月21日（水）～令和５年５月22日（月）の間、デジタルサイネージ（公共機関、交通結節点や商業
施設等）、各種ＨＰやＳＮＳ、イベントの出展ブース、セミナーや会議時などで放映した。
　また、令和５年５月上旬から、本ＰＲ動画の最後に交通総量抑制への協力依頼を追加した動画を
制作し、デジタルサイネージ等で放映するとともに、ＴＶＣＭを放送した。

【内容】
　不安定な国際・社会情勢において、子供や高
校生の不安な様子を示したうえで、広島の人々
に息づく平和への願いが、折り鶴に乗って、世
界へ羽ばたき、世界中に届くことで、平和な国
際情勢につながっていくよう表現した。
　音声は日本語とし、様々な放映媒体に対応で
きるよう、横型及び縦型で、60秒・30秒・15秒
の計６種類を制作した。 ＰＲ動画（抜粋）
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【YouTubeでの視聴回数】
　各動画の合計視聴回数：417, 569回（令和５年６月９日（金）時点）

【放映場所数】
　222箇所

（２）Ｇ７広島サミットおもてなしメイキング動画
　Ｇ７広島サミット開催に向けて、広島を訪れる方へおもてなしの心を伝えるとともに、県民の達
成感や歓迎機運の醸成及び広島の魅力発信のため、開催に向けた県民の取組をメイキング映像とし
て収めた動画を制作した。
　動画は、デジタルサイネージ、各種ＨＰやＳＮＳ、在京大使館等先遣隊歓迎レセプションをはじ
めとする各種レセプション、ＩＭＣ内ビジョン等で放映した。

【内容】
	　国内外から広島を訪れる方々を温かくお迎えし、広島の魅力を届けるために心を込めて開催準備
に取り組む県民の様子を伝える２種類の動画「広がる・高まる！活動と意識」「思いをつむいで」
を作成した。
　音声は日本語（英語字幕）とし、２種類のロングムービー及び主要な場面を集約したサイネージ
ムービー（15秒）を制作した。

「広がる・高まる！活動と意識」（約７分）
　カウントダウンボードの製作・設置や学生ボランティアの結団等、サミット開催に向けた
「オール広島」での取組を記録。

「広がる・高まる！活動と意識」の画像（抜粋）

　「思いをつむいで」（約５分）
　県民がどのような思いで開催準備や広島の魅力発信に取り組んだのか、インタビューを中心に
記録。
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「思いをつむいで」の画像（抜粋）

　サイネージムービー（15秒）

　

サイネージムービーの画像（抜粋）

【YouTubeでの視聴回数】
　各動画の合計視聴回数：1, 879回（令和５年６月２日（金）時点）

（３）サイネージ等を活用した情報発信
　Ｇ７広島サミットの開催周知及び歓迎機運の醸成を図るため、広島市内を中心にデジタルサイ
ネージ等を活用し、Ｇ７広島サミットＰＲ動画等を放映した。また、令和５年４月下旬から、交通
総量抑制への協力依頼の画像を追加したＰＲ動画を放映した。
　ア　ＪＲ西日本

放映場所 放映期間

広島駅 新幹線柵外コンコース 令和５年４月３日（月）～５月21日（日）

北口１階柵外コンコース 令和５年４月13日（木）～５月21日（日）

自由通路
　※サミットをＰＲするシートを貼付 令和５年４月24日（月）～５月21日（日）

呉駅 令和５年４月13日（木）～５月21日（日）

宮島口駅 令和５年４月13日（木）～５月21日（日）

西条駅 令和５年５月１日（月）～５月21日（日）
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広島駅新幹線柵外コンコース 広島駅自由通路

　イ　ショッピングモール
　　　放映場所：県内ショッピングモールの食品売り場レジ上など
　　　放映期間：令和５年４月３日（月）～５月21日（日）
　ウ　タクシー
　　　放映場所：	後部座席サイネージ（406台）
　　　放映期間：	令和５年４月12日（水）～	

５月21日（日）
　　　備　　考：	タクシー用に第１弾及び第３弾

ポスターを基にした画像を制作
し放映

　エ　スクリーン放映
　　　放映場所：	広島市内及び近郊の大型映画館（５か所）
　　　放映期間：	令和５年４月14日（金）～５月18日（木）
　　※放映にあわせ、一部劇場ではロビー掲示（動画、ポスター等）を実施

スクリーン放映の様子 ロビー掲示等

タクシー
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　オ　アストラムライン
　　　放映場所：本通駅コンコース
　　　放映期間：	令和５年４月17日（月）～	

５月21日（日）

　カ　大型ビジョン
放映場所 放映期間

本通交差点（広島市中区紙屋町） 令和５年４月17日（月）～５月22日（月）

パセーラ前（広島市中区基町） 令和５年４月17日（月）～５月21日（日）

八丁堀交差点（広島市中区鉄砲町） 令和５年４月18日（火）～５月22日（月）

紙屋町西交差点（広島市中区紙屋町） 令和５年４月21日（金）～５月22日（月）

　キ　バス停
　　　放映場所：立町、八丁堀（２か所）、並木通り入口のバス停
　　　放映期間：令和５年４月24日（月）～５月21日（日）
　　　備　　考：第１弾及び第３弾ポスターを基にした画像を放映
　ク　広島バスセンター
　　　放映場所：通路及び待合室
　　　放映期間：令和５年４月24日（月）～５月22日（月）

（４）ＴＶ・ラジオＣＭ等を活用した情報発信
　幅広い層に発信し、歓迎機運を高めてもらうとともに、交通総量抑制への協力を求めるため、	
ＴＶ・ラジオＣＭを放映した。また、Ｇ７広島サミット終了後には、無事に閉会を迎えることがで
きたという報告や、交通総量抑制対策等の協力への感謝の意を県民に伝えるため、新聞広告を活用
した広報を実施した。

本通駅コンコース

本通交差点 八丁堀交差点
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　ア　実施期間
　　　ＴＶ・ラジオＣＭ：令和５年５月８日（月）～21日（日）
　　　新聞広告：令和５年５月23日（火）　※交通総量抑制対策終了翌日
　イ　実施媒体
　　　ＴＶＣＭ：広島テレビ放送、中国放送、広島ホームテレビ、テレビ新広島
　　　ラジオＣＭ：広島エフエム、中国放送
　　　新聞広告：中国新聞朝刊
　ウ　実績
　　　ＴＶＣＭ：132本（15秒ＣＭ）
　　　ラジオＣＭ：84本（20秒ＣＭ）
　　　新聞広告：発行部数約51万部　最終面テレビ欄の下　全５面段（１面の３分の１）　カラー

掲載内容（新聞広告）
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６　行政広報紙によるＰＲ
　Ｇ７広島サミットに関する情報を県民等に広く発信するため、県、広島市、その他県内22市町等
の広報紙に記事を掲載した。県、広島市では特集ページを設け、22市町や関係機関においても、県
民会議事務局から時機に応じて提供した情報等を基に、記事を掲載した。

【内容】
　県（「ひろしま県民だより」年４回発行）
　令和４年：秋号（10/ １）
　令和５年：冬号（１/１）（サミット特集号）、春号（４/１）、夏号（７/１）

　広島市（「市民と市政」月２回発行　※四季号は年４回）
　令和４年：10/ １号、10/15号、11/1号、11/15号、冬号（12/20）（サミット特集号）
　令和５年：１/１号、１/15号、２/１号、２/15号、３/１号、３/15号、４/１号、
　　　　　　４/15号、５/１号、５/15号、６/１号、６/15号

　広島市（「りーぶら」（広域都市圏推進課発行））
　令和５年：３月号

　その他22市町
　	開催周知（サミット開催、県民会議公式ロゴ完成、応援する取組・協賛募集中）：18市町で掲載
（令和４年12月号～令和５年１月号）
　	理解促進（サミットとは、開催の経緯、開催の意義、サミットの効果とは）：15市町で掲載	
（令和５年２月号～３月号）
　	注意喚起（交通総量抑制対策、小型無人機飛行禁止規制）：10市町で掲載（令和５年４月号～	
５月号）

　公益財団法人広島観光コンベンションビューロー（広島市関連団体）
　・マンスリーニュース（月１回発行）
　　令和４年：９月号、10月号、11月号、12月号
　　令和５年：１月号、２月号、３月号、４月号、５月号、６月号
　・機関紙（年４回発行）
　　令和４年：10月号、１月号
　　令和５年：４月号、７月号
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広島県　ひろしま県民だより　令和５年冬号（１/ １発行）

広島市　市民と市政　令和４年冬号（12/20発行）
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７　プレス用ガイド情報の制作
　Ｇ７広島サミット開催に当たり、広島に滞在する政府関係者や海外メディア等の方々に、快適に
広島に滞在し、広島の魅力を知ってもらうため、県民会議のホームページ上に、滞在に役立つ交通
機関等の情報を掲載した。また、当該ページの閲覧につなげるため、外務省作成のメディアハンド
ブックや県民会議作成の飲食店ガイド等にリンクを掲載した。

（１）掲載期間
　令和４年12月～

（２）掲載内容
・	広島県の交通機関について（路面電車、路線バス、広島空港リムジンバスの乗り方・運賃・所要
時間等）
・お役立ち情報（Wi-Ｆiについて、国内の交通ルール等）
・	こんなときは（緊急時の連絡先の掲載（警察、救急・消防）、外国人の受入れが可能な医療機関
情報、災害時に情報を発信するホームページ、アプリ、ＳＮＳの紹介等）
・	その他（Ｇ７広島サミット開催に伴う平和記念公園・宮島への影響、交通機関の運行などについ
て案内）

８　海外メディア等に向けた飲食店ガイドの制作
　広島の魅力の発信や、観光消費額の増加、将来的な観光需要の喚起を図るため、Ｇ７広島サミッ
トのタイミングで来訪する海外メディア記者や警察官等の国内のサミット関係者に対し、安心して
広島ならではの食などを楽しめる広島市の中心市街地における飲食店の情報や観光情報を掲載した
２種類のガイドを制作した。

（１）英語版
　ア　対象
　　　海外メディア記者
　イ　概要
　　・	インバウンド情報等を発信する地元英語メディア「Get	Hiroshima」を運営するポール・

ウォルシュ氏と連携し、インバウンド対応等が可能な店舗やＧ７各国の料理等を提供する31
店舗を紹介したほか、広島滞在中に役立つ観光情報等を掲載

　　・掲載情報については、県民会議ホームページにも掲載
　　・	外務省と調整の上、ＩＭＣ内のクローズドサーキットＴＶを活用した館内インフォメーショ

ンやＰＲ映像の放映、ＩＭＣを利用されるメディアのメーリングリストを活用した案内メー
ルの送信（外務省）、メディアハンドブックへの情報掲載などで周知

　ウ　作成部数
　　　5, 000部
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　エ　配布期間
　　　令和５年５月中旬
　オ　配布場所
　　・ＩＭＣ及び広島情報センターのインフォメーションカウンター
　　・交通結節点（広島空港、広島駅）に設置したインフォメーションカウンター
　　・報道関係者向け宿泊施設15施設及び県民会議構成団体６宿泊施設

（２）日本語版
　ア　対象
　　　サミット警備のため来広した全国の警察関係者等
　イ　概要
　　　広島ならではの食が楽しめる108店舗を紹介したほか、広島再来訪に役立つ観光情報を掲載
　ウ　配布期間
　　　令和５年４月下旬～５月下旬
　エ　作成部数
　　　25, 000部
　オ　配布方法・場所
　　・警察関係者（約２万人）への記念品に同封
　　・広島市内の宿泊施設等で配布

日本語版英語版

９　プレスツアーの実施
（１）県民会議主催プレスツアー
　サミットの開催地として世界から広島に注目が集まる機会を活用し、在日の海外メディアを対象
としたプレスツアーを３回実施し、海外向けの報道を通して、広島の魅力や平和のメッセージを世
界に発信した。海外メディア延べ28社が参加し、少なくとも77件以上の報道実績があった。
　実施に当たり、報道機関の参加率を上げるとともに、多くの報道・記事化に繋げるため、記者の
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関心が高いと考えられるテーマ・取材先を設定し、現地取材を行った。なお、第３回は外務省と共
催で実施した。（325ページ資料15参照）

日程 テーマ 取材先 参加メディア

第
１
回

令和５年
２月７日（火）、
８日（水）

世界が認めたものづく
りに息づく「伝統」と

「革新」、「平和への想い」
（産業や環境）

株式会社スピングルカンパニー（府中市）、
恋しき〈昼食のみ〉（府中市）、カイハラ株式
会社（福山市）、株式会社キャステム（福山
市）、カーボンリサイクル実証研究拠点（大
崎上島町）、株式会社今田酒造本店（東広島
市）、株式会社サタケ（東広島市）

10社（１社１人参加）
８か国・地域（台湾、
トルコ、韓国、ドイ
ツ、フランス、ベト
ナム、香港、中国）

第
２
回

令和５年
３月24日（金）、
25日（土）

This is HIROSHIMA.  
世界を惹きつける「オ
ンリーワン」「広島発祥」

（食や伝統、文化）

株式会社小西養鯉場（広島市）、オコスタ
（広島市）、公益財団法人上田流和風堂（広島
市）、せとうち７サミット（広島市）、広島神
楽（広島市の会場で上演）、株式会社ファー
ムスズキ（大崎上島町）、株式会社岩﨑農園

（大崎上島町）

７社（１社１人参加）
６か国・地域（香港、
フランス、台湾、英
国、中国など）

第
３
回

令和５年
４月25日（火）、
26日（水）

広島で受け継がれる平
和への想い、復興から
未来へ

（平和）

おりづるタワー（広島市）、元祖へんくつや総
本店（広島市）、被爆者インタビュー（広島
市）、広島市長インタビュー（広島市）、広島
平和記念資料館（広島市）、広島電鉄株式会
社（広島市）、株式会社マルニ木工（廿日市
市）、崇徳高等学校 新聞部（広島市）、広島市
立基町高等学校 創造表現コース（広島市）

11社（１社１人参加）
８か国・地域 （スペ
イン、ベトナム、ト
ルコ、中国、台湾、
香港、フランスなど）

株式会社サタケでの取材
（第１回プレスツアー）

オコスタでの取材
（第２回プレスツアー）

被爆者インタビュー
（第３回プレスツアー）
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（２）外務省主催プレスツアー
　海外メディアを招いたプレスツアーを外務省が主催した。その広島取材の機会を捉え、広島の魅
力や平和のメッセージを世界に発信した。

日程 取材先 参加メディア

ペン記者 令和５年
５月17日（水）、
18日（木）

大聖院（廿日市市）、嚴島神社（廿日市市）、広島
平和記念資料館（広島市）、ユースピースボラン
ティアによる平和記念公園案内（広島市）、オコ
スタ（広島市）、被爆体験講話（広島市）

10か国10人（スリランカ、モンゴル、
クック諸島、アルゼンチン、メキシ
コ、カザフスタン、サウジアラビア、
トルコ、フィリピン、南アフリカ）

ＴＶ局 令和５年
５月18日（木）

広島平和記念資料館（広島市）、ユースピースボラ
ンティアによる平和記念公園案内（広島市）、被爆
体験講話（広島市）

アラブ首長国連邦（１社２人）

令和５年
５月19日（金）
～21日（日）

神楽門前湯治村（安芸高田市）、神楽鑑賞（北広
島町）、Wood Egg（広島市）、被爆遺構を巡るサ
イクリングツアーガイドインタビュー（広島市）、
被爆体験講話（広島市）

マレーシア（１社３人）

令和５年
５月21日（日）、
22日（月）

宮島（廿日市市）、小学校での平和教育（広島
市）、広島平和記念資料館（広島市）、被爆体験講
話（広島市）

ケニア（１社３人）

小学校での平和教育の取材大聖院での取材

（３）その他団体主催プレスツアー
　ア　一般社団法人広島県観光連盟
　	　Ｇ７広島サミットの開催地として世界から広島に注目が集まる機会を活用し、Ｇ７各国の観
光関係等のメディア（10社）を招聘してプレスツアーを実施し、広島の魅力を世界に発信した。
　	　令和５年３月21日（火・祝）～24日（金）の３泊４日で実施し、全メディア共通の行程と、
メディアごとの個別行程で実施した。個別行程については、各メディアの希望するテーマに基
づき取材先を設定し、ＷＥＢ記事、新聞、雑誌等を中心に、15件以上の掲載があった。
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参加メディア 主なテーマ 主な取材先

Traveler（米国） 酒・伝統文化 竹原町並み保存地区（竹原市）、耕三寺（尾道市）等

COOL HUNTING（米国） 建築・アート 神勝寺（福山市）、広島市現代美術館（広島市）等

Daily Hive（カナダ） 島、アドベンチャー SUP（江田島市）、ハイキング（広島市）等

VOGUE（英国） リラックス、デトックス ベラビスタ・スパ（尾道市）、三次もののけミュージアム
（三次市）等

CNN Travel（英国） 地域密着・海・禅 鞆の浦（福山市）、御手洗町並み保存地区（呉市、SEA 
SPICA（シースピカ）利用）等 

VOGUE（フランス） ラグジュアリー 瀬戸内醸造所（三原市）、尾道散策・千光寺頂上展望台（尾
道市）等

GQ（フランス） ラグジュアリー、禅 瀬戸内海クルージング、マツダミュージアム（府中町）等

Tagesspiegel（ドイツ） 街並み 福山城・鞆の浦（福山市）、平和記念公園（広島市）等 

JAPAN DIGEST（ドイツ） 歴史・文化・酒 西条の酒蔵（東広島市）、生口島レモン谷（尾道市）等　

Vanityfair（イタリア） 伝統文化 恋しき・上下町並み（府中市）、公益財団法人上田流和風
堂（広島市）等

　イ　広島県
　	　Ｇ７広島サミットの開催地として国内からの注目が集まる機会を活用し、国内の首都圏雑
誌、ウェブなどのメディアを対象としたプレスツアーを、令和４年10月～令和５年７月の間に
計７回実施した。県外からの来広意向の上昇や食の魅力の発信を目的にしており、各回でテー
マを設けたうえで、県内の様々な観光スポットや食を紹介した。令和５年８月18日（金）時点
で、ウェブ媒体を中心に、累計45媒体で、計77件（転載除く）の掲載があった。

実施時期 テーマ 主な取材先

令和４年10月 ひろしま エナジー旅 比婆牛飲食店（広島市）、ピースツアー（広島市）、トランルージュ（広島
市）、大久野島（竹原市）、瀬戸内さかな飲食店（三原市）、船での瀬戸内海
周遊（SEA SPICA（シースピカ））等

令和５年２月 いろいろ絶品コース 比婆牛飲食店（庄原市）、西条酒蔵巡り（東広島市）、牡蠣飲食店（廿日市
市）等

令和５年２月 大人の広島旅 尾道本通り商店街（尾道市）、牡蠣の漁場見学（廿日市市）、観光列車
（etSETOra）等

令和５年３月 いろいろ体験コース 鞆の浦（福山市）、船釣り（福山市）、平田観光農園（三次市）、帝釈峡（庄
原市、神石高原町）等　

令和５年４月 いろいろウェルネス
コース

大和ミュージアム（呉市）、れんがどおり（呉市）、SUPヨガ体験（江田島
市）、せらワイナリー（世羅町）等

令和５年６月 贅沢大人旅体験ツアー 神楽門前湯治村（安芸高田市）、三段峡（安芸太田町）、井仁の棚田（安芸太
田町）、道の駅 豊平どんぐり村　そば打ち体験（北広島町）、ハーブガーデン

（北広島町）等

令和５年７月 芸術とモノづくりに触
れる体験ツアー

下瀬美術館（大竹市）、おおたけ手すき和紙の里（大竹市）、瀬戸内さかな飲
食店（大竹市）、旧千葉家住宅（海田町）、筆の里工房（熊野町）、ベイサイ
ドビーチ坂（坂町）等
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10　在外日本大使館における天皇誕生日祝賀レセプション等でのＰＲ
　Ｇ７広島サミットの開催に向け、Ｇ７各国の人々にＧ７広島サミット開催ＰＲを行うとともに、
広島の魅力を発信し広島の知名度向上を図るため、各国の政府関係者、国会議員、報道関係者等が
日本の在外公館に集う天皇誕生日祝賀レセプション等の機会を捉え、Ｇ７広島サミットのＰＲ動画
の放映や県産品の試食・試飲・展示等を行った。

（１）日程等
　ア　天皇誕生日祝賀レセプション

日程 主催者

令和５年２月７日（火） 在英国日本国大使館

令和５年２月13日（月） 在カナダ日本国大使館

令和５年２月14日（火） 在米国日本国大使館

令和５年２月28日（火） 在ドイツ日本国大使館

令和５年３月23日（木） 在イタリア日本国大使館

令和５年３月29日（水） 在フランス日本国大使館

　イ　全米桜祭りレセプション
日程 主催者

令和５年４月11日（火） 在米国日本国大使館

（２）出展内容
・	広島の特産品の提供（広島県産品推薦リストに掲載されている広島の地酒、広島県産ノンアル
コール飲料、焼き菓子等）
・サミットＰＲ動画、おもてなしメイキング動画、広島の魅力発信動画の上映
・観光案内リーフレット配布　等

11　公益財団法人フォーリン・プレスセンター等を活用した魅力発信
　Ｇ７サミットの開催地として世界から広島に注目が集まる機会に、公益財団法人フォーリン・プ
レスセンター（以下「フォーリン・プレスセンター」という。）が提供するサービスを活用し、在
日の海外メディアに対して取材機会を提供し、各媒体での報道意欲の喚起を図った。また、英字新
聞を活用し、サミットで広島を訪れる報道関係者等に対し、広島の魅力を広く発信した。

（１）フォーリン・プレスセンター
　海外メディア記者、在日外国大使館等を対象に、フォーリン・プレスセンターのサービスを活用
し、Ｇ７広島サミットジュニア会議の開催案内や動画などの情報を発信した。
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【発信内容・発信日】
　・Ｇ７広島サミットジュニア会議の開催案内
　　Ｅ－ｍａｉｌ配信：令和５年３月17日（金）
　　ホームページ掲載：令和５年３月20日（月）
　・	Ｇ７広島サミットおもてなしメイキング動画及び海外プロモーション動画（一般社団法人広島
県観光連盟制作）の紹介

　　Ｅ－ｍａｉｌ配信：令和５年５月10日（水）
　　ホームページ掲載：令和５年５月10日（水）

（２）英字新聞（ジャパンタイムズ）
　各国駐日大使館及び在外大使館職員、各国政府関係者、国内外の一般読者、国内外の報道関係者
等を対象に、英字新聞（ジャパンタイムズ）を活用し、広島の魅力等を発信した。

【取組内容】
　・	ジャパンタイムズサミット特集号への記事広告掲載
　　掲載日：令和５年５月18日（木）
　　その他：ホームページ掲載、ＳＮＳ発信を実施

ment manufacturing company, invented 
Japan’s first power-driven rice-milling 
machine. This led to the creation of an 
entirely new category of sake called ginjo, 
in which the rice is polished to less than 
60% of its original weight to refine the fla-
vor of the sake.

 Shizuhiko Kimura also contributed to 
the development of Hiroshima alcohol, 
founding a sake brewing company and a 
brewing engineer training school in 1918. 
Thanks to them, Hiroshima sake is now on 
a par with sake from Nada and Fushimi in 
Hyogo and Kyoto prefectures, respectively.

In recent years, Hiroshima has also 
become famous for its wine, the quality of 
which is thanks in large part to the consid-
erable temperature difference between day 
and night, producing high-sugar-content 

grapes with good red coloring as a result. 
Today, it can be mentioned in the same 
breath as wines from famous production 
regions around the world, and has even 
won a gold medal at the International Wine 
and Spirit Competition.

Having become a beacon of peace since 
its recovery, Hiroshima has also estab-
lished itself as a popular sightseeing des-
tination among visitors from Japan and 
abroad. The delightful culinary offerings, 
historical sites and traditional ways of life, 
and the stunning natural environment are 
all waiting to be experienced. Those who 
make the journey know what a truly spe-
cial place Hiroshima is.

This page is sponsored by the Hiroshima  
Prefectural Government.

looking for sustainable tourism experi-
ences, such as those offered by Hiroshima’s 
many traditional lodging facilities. Some 
of these facilities are available in scenic 
Shobara. You can find several traditional 
Japanese houses that guests can rent out for 
unforgettable stays in nature.

These renovated accommodations are 
over 100 years old and allow guests to take 
a trip back in time while enjoying the tradi-
tional landscapes of Hiroshima in a private 
setting. There’s also a popular campground 
in the area with treehouses, tree adven-
tures and other fun activities, as well as 
accommodations offering majestic views of 
Mount Hiba, Mount Azuma, the Saijo River 
and other features of the region.

Bounties of land and sea
Hiroshima Prefecture is the ancestral land 
of world-famous wagyu that is known for 
its quality flavors, tenderness and delicate 
marbling. Since ancient times, iron smelt-
ing has flourished here, with strong-legged 
cattle having been utilized to transport 
large amounts of furnace wood up steep 
hills. Over time, local residents bred better 
and better cattle led by specialists in raising 
strong and easy-to-handle livestock, and 
Hiroshima cattle became the forerunners of 
wagyu, including delicious Hiba gyu (beef).

One cannot talk about Hiroshima food 
without mentioning its sea bounty. The part 
of the Seto Inland Sea around Hiroshima 
is relatively shallow. Thanks to that and its 
many mudflats and seaweed beds, it has 
become a “cradle” where various fish spawn 
and grow. In addition, because the water 
temperature varies greatly depending on the 
time of year, there is an abundance of deli-
cious seasonal fish available in Hiroshima 
year-round. The conger eel is especially rec-
ommended, as it’s rarely served as sashimi 
outside of Hiroshima Prefecture, offering 
visitors a unique seafood experience.

Hiroshima Prefecture boasts the larg-
est production volume of oysters in Japan. 
The area around Hiroshima Bay provides 
an ideal environment for oysters to grow, 
thanks to all the natural nutrients that flow 
into it via rivers large and small. The bay 
is surrounded by many islands and capes, 
which create gentle waves and moderate 
tides that contribute to the prefecture’s 
high shellfish yield.

 Hiroshima oysters may have small shells 
but their meat is large, plump and full of fla-
vor. In recent news, the first batch of Hiro-
shima oysters bound for Paris was shipped 
in February after a local supplier was certi-
fied under the hazard analysis and critical 
points international standard for food sani-
tation management. The supplier aims to 
ship as much as 30 tons of the delicacy to 
the EU this fiscal year. 

Hiroshima sake is also worth mentioning 
as it is the product of technological innova-
tion. It has been a long road, but Hiroshima 
is now firmly established as one of the 
three major sake-producing areas of Japan. 
Hiroshima Prefecture is known for its soft 
water, which is low in minerals that nourish 
yeast and was long thought to be unsuit-
able for sake brewing. However, in 1898, 
brewery owner Senzaburo Miura pub-
lished a treatise on how to reform brewing 
methods, including information on how to 
effectively make use of Hiroshima water. 
Thanks to him sharing his knowledge of 
sake production techniques with his col-
leagues, the quality of sake around Japan 
greatly improved. Before that, in 1896, Riichi 
Satake, the founder of an agricultural equip-

Overlooking the Seto Inland Sea and sur-
rounded by the Chugoku Mountains, 
Hiroshima is full of secluded nature spots, 
exquisite food that makes use of the boun-
ties of the land and sea, traditional Japanese 
culture, and other world-class attractions 
that are sure to impress the dignitaries 
attending the G7 Summit set for May 19 to 
21. For those who have yet to discover the 
city, here are a few of the historical sites and 
sightseeing spots it has to offer.

City of peace
Hiroshima, the first city to suffer an atomic 
bombing, has spent more than seven 
decades appealing for the realization of per-
manent world peace and the abolition of 
nuclear arms, as well as conveying the real-
ity of the bombing. The devastation caused 
by nuclear weapons has been preserved 
through several memorial establishments, 
including the Genbaku (A-Bomb) Dome,  
a UNESCO World Heritage Site. Before 
the atomic bombing, the Genbaku Dome 
was the Hiroshima Prefectural Industrial 
Promotional Hall, where local products 
were displayed and sold. It is one of the few 
buildings remaining near ground zero.

The 12.2-hectare Peace Memorial Park, 
where the A-Bomb Dome is located, 
attracts countless visitors from around 
the world each year. The Hiroshima Peace 
Memorial Museum located within the park 
conveys the reality of the damage caused 
by atomic bombs to people of all nations, 
contributing to the abolition of nuclear 
weapons and the realization of lasting 
world peace, which Hiroshima wishes for 
with all its heart. The permanent exhibit 
consists of personal belongings left behind 
by the victims, photographs and other 
materials that convey what happened on 
the morning of Aug. 6, 1945.

Many islands
Notably, there’s a high-speed boat service 
connecting the park with the island of Miy-
ajima, Hiroshima’s other World Heritage 
Site and a prime example of the treasures 
of the Chugoku region.

Located in the northwestern part of 
Hiroshima Bay, Miyajima’s spectacular Itsu-
kushima Shrine is one of the most famous 
places of Shinto worship in the world, 
thanks to its torii gate being built over water, 
which makes it look as if it were floating on 
the surface of the sea during high tide.

Legend has it that Saeki Kuramoto, 
a member of a clan that ruled the area, 
founded Itsukushima Shrine in 593. It 
is said that the renowned monk Kukai 
trained at Miyajima’s Mount Misen and 
founded a temple there in the ninth cen-
tury. After famed military leader Taira no 
Kiyomori became the local governor, he 
had the shrine restored in 1168 and made 
it a popular pilgrimage site for nobility, the 
imperial family and his own Heike clan, 
who have all contributed greatly to the 
splendor of Miyajima.

Notably, the island also has a strong 
connection with France. In 2008, the two 
countries celebrated 150 years of diplo-
matic relations, which have resulted in 
the strengthening of ties between France’s 
Mont-Saint-Michel Benedictine abbey in 
Lower Normandy and Miyajima. The two 
have a lot in common. Both are World Heri-

tage Sites on the sea and both have been 
known as sacred places of worship for over 
1,000 years, with the abbey’s beginning 
going back to 966. Using these similarities 
as a stepping stone on the road to friend-
ship, the city of Hatsukaichi, which Miya-
jima is a part of, and Mont-Saint-Michel 
signed a sister city affiliation in 2009, prom-
ising to promote each other’s tourism and 
to organize joint events in the future.

Miyajima is just one of about 700 islands 
in the Seto Inland Sea, 171 of which are part 
of Hiroshima. Each island is like an emerald 
gem of lush greenery rising above the water 
with gentle yet majestic elegance. It’s not 
surprising that they have been considered 
wonders of the world among European 
and American travelers since the early 
Meiji Era (1868 to 1912). Today, it’s possible 
to journey through them by boat, bike or 
car. Cyclists will definitely want to check 
out the Shimanami Kaido route connect-
ing Onomichi in southeastern Hiroshima 
Prefecture to Imabari in Ehime Prefecture 
across many of Hiroshima’s islands.

While the Shimanami Kaido offers stun-
ning views of Hiroshima’s many islands, 
the roughly 70-km main route might be 
too much for beginners. Fortunately, many 
shorter courses, some that can be enjoyed 
on e-bikes, are also available. Other des-
tinations include Okunoshima, a small 
island accessible only by ferry, also known 
as “Rabbit Island” because of its many rab-
bits, as well as Sensui Island, which is said 
to intoxicate even the most powerful her-
mits with its natural beauty. Then there is 
Ikuchi Island, a great place to enjoy picking 
citrus. Those are just some examples of the 
Hiroshima pearls scattered around the Seto 
Inland Sea.

Splendor of satoyama
Hiroshima is also known for satoyama, 
which generally refers to areas where 
residents coexist with and take care of the 
natural environment. In recent years, such 
areas have become popular among people 

Luxury, fine food and nature 
await in the city of peace

Visitors can take a relaxing break from everyday life in a traditional house.

HIDEHIKO YUZAKI
HIROSHIMA GOVERNOR

I am extremely 
grateful that Hiro-
shima has the 
opportunity to 
host a G7 Sum-
mit and would 
like to extend a 
heartfelt welcome 
to leaders of the 
countries visiting 

this city, members of the media com-
munity visiting from countries around 
the world, and all who are involved in 
the summit.

After experiencing utter devastation 
by the first nuclear bombing in human 
history, Hiroshima staged a remarkable 
reconstruction driven by the tenacity 
and the spirit of mutual help of its people 
and their wish for global peace.

Hiroshima has an abundance of 
resources, including a rich traditional 
culture, thriving industries and beautiful 
nature. These have been born, refined 
and inherited, at times overcoming wide-
ranging difficulties, including a crisis of 

resource decline.
Furthermore, Hiroshima has a wide 

variety of delicacies from the land and 
sea, which are blessed with diverse cli-
mate conditions that range from islands 
in the south filled with sunshine to snow-
covered mountains in the north. We also 
produce excellent wines and sake. Popu-
lar destinations for cyclists and an active 
sports scene further add to Hiroshima’s 
many charms.

There are many stories one may not 
hear elsewhere regarding Hiroshima’s 
attractiveness and history that have 
developed over many years. My wish is 
that many people from around the world 
can meet the people, food, culture, tradi-
tions and nature of Hiroshima by visiting 
in person.

 At this summit, restoring and main-
taining peace will be at the top of the 
agenda. Hiroshima symbolizes the 
inhumane nature of the destruction of 
nuclear weapons as well as the prosper-
ity that peace can bring about. My wish is 
that the G7 Summit will show the deter-
mination with which we chose the latter 
and found a way to realize the peaceful 
world without nuclear weapons.

Dedicated to preserving peace

Blessed with rich nature and food processes developed through its long history, Hiroshima is home to some of Japan’s finest oysters, sake and wagyu.

Higashi-
Hiroshima
Higashi-
Hiroshima

Shin-OnomichiShin-Onomichi
MiharaMiharaHiroshimaHiroshima

FukuyamaFukuyama

HIROSHIMA PREF.HIROSHIMA PREF.

Sanyo ShinkansenSanyo Shinkansen
Hiroshima

Airport
Hiroshima

Airport
To Osaka/Tokyo

To Fukuoka

Tokyo

Osaka
Fukuoka

Tokyo to Hiroshima: 
90 min. by plane
4 hours by bullet train

*All times approximate

Left: The numerous islands and bridges of 
Setouchi offer some of the most breathtaking 
coastal views in Japan. Right: A popular way 
to see the sights is through the 70-km Shima-
nami Kaido cycling course.   
HIROSHIMA TOURISM ASSOCIATION

Itsukushima Shrine’s Grand Torii Gate is one of Hiroshima’s most well-known symbols.   HIROSHIMA TOURISM ASSOCIATION
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12　サミットに合わせて来訪した警察関係者への魅力発信
　サミットに合わせて来訪した全国の警察関係者へ、感謝の気持ちを表するとともに、広島の魅力
を伝え、観光等による再来訪につなげるため、県産品を活用した記念品を配付した。

【記念品の内容】
　ノベルティ（折り鶴再生紙を使用した折り紙及
び被爆樹木がデザインされたポストカード）と
メッセージカードをセットにした記念品を作成
した。また、広島の魅力を発信するため、メッ
セージカードに観光情報サイトの２次元コード
を記載するとともに、飲食店ガイドを同封した。
（配付物）
・ひろしま折り紙（折り鶴再生紙使用）
・被爆樹木ポストカード
・メッセージカード（折り鶴再生紙使用）
・飲食店ガイド
・記念品用ケース（折り鶴再生紙使用）
【配付個数】
　22, 550個

13　国際メディアセンターにおける広島の情報発信
　Ｇ７広島サミットに訪れる報道関係者等を通じて広島の多様な魅力や平和への取組を国内外に広
く発信し、認知度向上を図るため、国が総合体育館等に設置したＩＭＣにおいて、広島情報セン
ターを設置し、広島の魅力の発信、県内23市町のＰＲや平和に係る展示等を実施した。（329ページ
資料16参照）
　また、Ｇ７広島サミット開会の１週間前には、ＩＭＣ開所式を実施した。

（１）広島情報センター
　ア　設置期間
　　	　令和５年５月18日（木）10時00分～５月22日（月）12時00分（18日及び22日は、実演等は行
わず展示のみ）

記念品
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　イ　場所

本館地下１階ロビー

スポーツ情報センター
（本館地下１階）

大アリーナ回廊（地下１階）

大アリーナ回廊（１階）

大アリーナ

サンクン
ガーデン
（屋外）

ひろしま
ゲートパークプラザ
大屋根ひろば

　　　メイン会場：本館地下１階ロビー
　　　平和関連ブース：スポーツ情報センター（本館地下１階）
　　　サンクンガーデン：屋外
　　　プレゼンテーションコーナー：大アリーナエントランス（地下１階）
　　　ステージ：ひろしまゲートパークプラザ大屋根ひろば
　　　その他：大アリーナ回廊（１階、地下１階）
　　　※全体で約1, 100㎡
　ウ　コンセプト
　	　広島の地で生きる人々が、「過去から引き継いだモノ・技術を環境や自然を守りながら未来
につなぐ姿、故郷を大切に思う心、平和を希求する心、被爆から復興する原動力となった不屈
の精神を体現する現在の広島の姿、広島の歴史、人々の想い」を世界へ発信する。

　【展示カテゴリ及びコンテンツ数】

展示カテゴリ コンテンツ数 主なコンテンツ

広島の伝統工芸 17 国指定伝統的工芸品、県指定伝統的工芸品など

広島の心 10 錦鯉、広島盆栽、漆箔木など

広島の技術 ９ ３Ｄ空中ディスプレイ、超微細福山城など

広島の環境 ３ 海洋プラごみゼロに向けた取組など

広島の食と酒 25 広島の酒、和牛、牡蠣、柑橘など

被爆、復興、未来へ 46 被爆資料など

その他 45 プロジェクションマッピング、体験コーナー、ステージ、
23市町ＰＲブース、政府広報との連携展示など
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　エ　内容
　（ア）メイン会場
①　展示構成
「広島の伝統工芸」、「広島の心」、「広島
の技術」、「広島の環境」、「広島の食と酒」
の５つのテーマでエリアを分類し、実物展
示と大型ディスプレイやデジタルサイ
ネージを活用した動画放映を実施した。
②　展示内容
「広島の伝統工芸」では、国指定の伝統工芸品である５品（熊野筆、広島仏壇、宮島細
工、福山琴、川尻筆）に加え、一国斎高盛絵など県指定伝統工芸品のほか、広島漆芸、和紙
鯉のぼりなど広島に伝わる伝統工芸品を展示した。
「広島の心」では、色鮮やかで美しい錦鯉や、広島盆栽の展示のほか、子供たちによる折
り鶴アートなど、広島ならではのおもてなしの心をあらわす作品を展示した。
「広島の技術」では、広島県内の企業が世界に誇る３Ｄ等のデジタル技術や、デニムやド
ローン、精密加工といったモノづくり技術を中心とした選りすぐりの技術を実物展示や動画
で紹介した。また、ひろしまゲートパークプラザで同時開催していた県内企業の戦後復興か
ら未来への取組を展示する「Pride	of	Hiroshima展」をパネルで紹介した。
「広島の環境」では、瀬戸内海に新たに流出する海洋プラごみゼロを目指す官民連携プ
ラットフォーム「GREEN	SEA瀬戸内ひろしま・プラットフォーム（GSHIP）」とそれに参
画する事業者による取組、カーボンリサイクル関連の取組などを紹介した。また、試飲試食
コーナー等で使用する紙コップ・皿・カトラリーなどは、GSHIP参加企業から提供された
海洋生分解性プラスチックや紙等の環境に配慮したものを使用した。
「広島の食と酒」では、試飲試食カウンターを設置し、県内各地の企業や団体から提供等
されたおむすびや菓子、乳製品、はちみつ、清涼飲料、県産の酒類などに加え、広島県農林
水産局がサミットを契機として実施している「おいしい！広島プロジェクト」の事業者も参
加し、県産食材を活用して磨き上げた食を披露するため、ハンバーガー、菓子、カクテルな
どの試食・試飲を実施した。アルコール飲料の提供が可能となる夜間には、日本酒、ワイ
ン、地ビール、そのほかウイスキーや浄酎などの試飲を実施した。
また、カウンター近くには、多種多様な広島の日本酒、ワインや地ビール、環境に配慮し
て作られた農産物、生産者がこだわりを持って生産した「チア！ひろしま（広島県産応援登
録制度）」の商品の展示や、デジタルサイネージによる紹介を行うとともに、鷹をモチーフ
にした工芸菓子などを展示した。
広島の食と酒コーナーに隣接したスペースでは、大型ディスプレイで、県内23市町の魅力
発信の取組として観光ＰＲ動画等を放映するとともに、酒樽を使ったプロジェクションマッ
ピングで広島の魅力を表現した。

メイン会場正面
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広島の伝統工芸 広島の心 広島の技術

広島の環境 広島の食と酒 試飲・試食

酒樽プロジェクションマッピング

③　体験コーナー
メイン会場に設けた体験コーナーでは、上田宗箇流和風会によるお茶の提供をはじめ、神
楽衣装の着用体験、写真撮影など国内外の記者と出展者による交流の場を提供した。

お茶の提供 神楽衣装の着用体験

第５章　広島の魅力の発信

129



　（イ）平和関連ブース
　	　スポーツ情報センター（本館地下１階）において、国内外の報道関係者に、被爆の実相へ
の理解を深め、核兵器の非人道性を深く心に刻んでもらうとともに、広島の復興の歴史や未
来へ向けた平和に関する取組なども周知し、核兵器のない平和な世界を願う「ヒロシマの
心」を広く国内外に発信してもらうため、被爆の実相を伝える展示等を行った。

　（ウ）サンクンガーデン
　	　屋外に設けられた試食スペースにおいて、広島の特産である、お好み焼、広島和牛、豚、
牡蠣を提供し魅力発信を行った。
　	　お好み焼は、お好み焼屋台を設け、事業者による実演・試食を行った。提供に当たって
は、ベジタリアン対応のお好み焼を提供するなど来場者への配慮も行った。
　	　また、環境に配慮した水素調理器を活用して、焼きたての広島和牛（比婆牛・神石牛・広
島牛）、ブランド豚「瀬戸のもち豚」、殻付き牡蠣を提供した。

お好み焼試食 広島和牛（比婆牛・神石牛・広島牛）試食

瀬戸のもち豚試食 殻付き牡蠣試食

　（エ）プレゼンテーションコーナー
　	　大アリーナエントランス（地下１階）に設けられたプレゼンテーションコーナーにおい
て、瀬戸内さかなの魅力、和菓子技能「練切」と茶、広島血統和牛「比婆牛」の魅力、広島
の米を使用した日本酒・広島のワインや地ビール、広島レモンと広島県で開発した新品種の
柑橘「瑞季（みずき）」、広島の牡蠣の６つのコンテンツを提供し魅力発信を行った。
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瀬戸内さかなの魅力 和菓子技能「練切」と茶

広島血統和牛「比婆牛」の魅力 日本酒のＰＲにおける鏡開き

広島レモンと広島県で開発した
新品種「瑞季（みずき）」

広島の牡蠣

　（オ）ステージ
　	　ＩＭＣに隣接するひろしまゲートパークプラザ大屋根ひろばに設けられたステージでは、
広島神楽や書道（大書）など、県内の中高生による広島のＰＲを行うとともに、県内市町に
よる観光ＰＲを実施した。
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神楽実演「八岐大蛇」 書道パフォーマンス「大書」

　（カ）その他スペース
　	　大アリーナ回廊（１階）では、県内23市町それぞれのＰＲブースを設置し、各市町がオリ
ジナリティあふれる展示を行った。大アリーナ回廊（地下１階）においても、広島の心や平
和をテーマとした大型のモニュメントなどを設置した。

23市町ＰＲブース 大アリーナ回廊（地下１階）

　（キ）政府広報展示との連携
　	　政府広報展示が実施されていた武道場
においても、外務省と連携し、広島の企業
による次世代の技術の展示等を実施した。

　オ　来場者数
　延べ50, 327人（うち外国人4, 967人）

　カ　その他
　ＩＭＣ内での比婆牛、広島和牛、日本酒、
牡蠣、瀬戸内の魚、レモンなどについてのイ
ンタビューや県産品ＰＲ等をまとめたダイジェスト動画を制作した。

展示の様子
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（２）ＩＭＣ開所式
　ア　日程
　令和５年５月13日（土）16時45分～17時20分

　イ　場所
　ＩＭＣ（総合体育館）

　ウ　実施主体
　外務省及び県民会議の共催

　エ　内容
　総合体育館１階大アリーナエントランスで行われた開所式では、岸田総理、県民会議会長の
湯﨑知事による挨拶、学生ボランティアの挨拶及び総理からの激励、テープカットセレモ
ニー、参加者記念撮影が行われた。
　引き続き、開所式出席者はＩＭＣ内の政府広報展示スペースや広島情報センター等を視察し
た。

　　　【次第】
・開会の辞及び臨席者紹介
・政府代表挨拶
　岸田内閣総理大臣
・県民会議会長挨拶
　湯﨑広島県知事
・学生ボランティアの挨拶及び総理からの激励
　岸田内閣総理大臣、学生ボランティア３人
・テープカットセレモニー　
　岸田文雄内閣総理大臣、斉藤鉄夫国土交通大臣、湯﨑英彦広島県知事、
　松井一實広島市長、池田晃治広島県商工会議所連合会会頭、
　中本隆志広島県議会議長、母谷龍典広島市議会議長
・参加者記念撮影
・ＩＭＣ視察

　オ　参加者
　岸田文雄内閣総理大臣、斉藤鉄夫国土交通大臣、湯﨑英彦広島県知事、
　松井一實広島市長、池田晃治広島県商工会議所連合会会頭、
　中本隆志広島県議会議長、母谷龍典広島市議会議長、平口洋衆議院議員、
　新谷正義衆議院議員、畦元将吾衆議院議員、宮口治子参議院議員、
　石橋林太郎衆議院議員、平林晃衆議院議員、日下正喜衆議院議員、
　三上えり参議院議員、学生ボランティア３人ほか
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テープカットセレモニー 学生ボランティアの挨拶及び総理からの激励

出典：首相官邸ホームページ
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